
第98回選抜高等学校野球大会

支援募金等報告書

考えるを、学ぶ。
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ごあいさつ

各位におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

第98回選抜高等学校野球大会（春の甲子園）出場にあたり2026年１月30日から４月30日まで募金

活動を展開して皆さまにご支援ご協力を仰いでまいりました。

卒業生、在校生の保護者、篤志家、法人、各種団体、教職員の皆さまなど、合計 861 件の方々

から募金にご賛同を賜り、2,000 万円を上回る多額のご支援を頂戴いたしました。改めまして、こ

こに深く感謝申し上げます。お寄せいただきました御厚志につきましては、「東洋大学附属姫路中

学校・高等学校教育活動協力資金」として、野球部の甲子園での活動および強化、発展のために活

用させていただきましたこと、ご報告申し上げます。

甲子園での試合当日には多数の方に駆けつけていただき応援をいただきましたこと、重ねて御礼

申し上げます。

今後とも皆さまの温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

末筆ではございますが、皆さまの益々のご健勝とご活躍を祈念いたします。

2026年7月

学 校 法 人 東 洋 大 学

理 事 長 安 齋 隆

東洋大学附属姫路高等学校

校 長 上 田 肇

同 窓 会 長 坂 上 明 憲

高等学校育友会長 前 川 裕 量

中学校育友会長 井 淵 実 奈



第98回選抜高等学校野球大会出場のための
支援募金等のご報告

2026年4月30日をもちまして募金活動を終了いたしました。

ご支援いただきました多くの個人・法人・団体の皆様に厚く御礼申し上げます。

つきましては募金等の金額およびその使途についてご報告いたします。

募金等支援金額

主な支出内容について

選手経費

ベンチ入りメンバーは大会期間中、高野連指定の宿舎に宿泊す

ることになっており、練習に関しては東洋大学附属姫路高等学校

のグラウンドで行うように決められていることから、神戸の宿舎

と学校をバスで往復しなければなりませんでした。そのため、多

額の宿泊費と交通費が必要になりましたが、皆さまのご支援のお

かげで十分な練習をおこなうことができました。

また、甲子園出場にあたり、ユニフォーム、スパイク、バット、

鞄などを新調し、部員のモチベーションの向上を図ることができ

ました。

以上、選手経費として宿泊費、交通費、食費の他、ユニフォー

ム、スパイク、バット、鞄、ボール、ヘルメット、捕手用具等の

購入に使用させていただきました。
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目標額…………………5,000万円 個人：一口１万円 法人：一口３万円

募集期間………………2026年1月30日～2026年4月30日

甲子園仕様のユニフォーム
（右肩に大学ロゴ、左肩に校章）

支出収入

選手経費

7,557,973円 応援経費

3,203,999円

寄付募集費

3,718,962円

グラウンド整備、照明設備、

マイクロバス購入費 23,100,230円

防球フェンス工事

（予定）13,000,000円

次期甲子園出場準備金, 

13,557,997

64,139,161円
支出合計

企業・団体

10,780,000 円
卒業生

4,423,000 円

在校生保護者

1,825,000 円

役員・教職員

2,180,000 円

篤志家1,380,000 円

東洋大学からの援助金

他 4,299,000 円

繰越金

39,252,161 円

64,139,161円
収入合計



応援経費

全校応援を実施するため、生徒・教職員の交通費、入場券代の他、

応援グッズ（帽子、ヤッケ、メガホン）を用意し、応援経費として

使用いたしました。吹奏楽部、応援指導部、生徒会、有志の応援団

を中心に、全員が心を一つにして熱い声援を送り続けました。アル

プススタンドからの熱い想いは選手たちの大きな原動力になり、学

校全体が一つになる貴重な経験となりました。

次期甲子園出場準備金および野球グラウンド防球ネット新設

主な支出内容について

ご寄付の額に応じ、返礼品としてマフラータ

オルやレプリカユニフォーム、アルプス入場券

をお贈りしました。当日は多くの皆様にアルプ

ススタンドで一緒に応援していただきました。

決勝戦まで勝ち進むことを想定し、１試合1,000万円の経費が

かかることから募金の目標額を5,000万円といたしました。

この度の募金では2,000万円を超える支援をいただき、1回戦

で敗退したことから、約2,650万円が残りました。

夏の甲子園は決勝まで勝ち進むと最大６試合あることから、

6,000万円の経費が見込まれます。また、より良い練習環境を構

築するための設備費用にも充てられるようにするため、残額は

次期甲子園出場準備金（約1,350万円）および野球グラウンド防

球ネット新設費（約1,300万円）として使用させていただきます。
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夏の甲子園での優勝を目指して

全国制覇を目指して

東洋大学附属姫路高等学校

野球部監督 岡 田 龍 生

東洋大学附属姫路高等学校

野球部主将 松 本 太 翔

第98回選抜高等学校野球大会の出場に際し、皆様方からご支援、ご声援を頂戴

し、誠にありがとうございました。この場をお借りして心より御礼申し上げます。

残念ながら初戦敗退となりましたが、生徒たちは持てる力をすべて出し切り、

東洋大姫路らしい試合をしてくれたと思います。

現在はこの負けた悔しさを胸に、まもなく始まる第108回全国高等学校野球選

手権兵庫県大会に向け、全精力を傾けて練習に励んでおります。引き続きご支援、

ご声援のほどよろしくお願いいたします。

第98回選抜高等学校野球大会出場に際しまして、皆様方からご支援を賜り、本

当にありがとうございました。

昨秋は県大会3位、今春の県大会はベスト4で終わり、県内で優勝できず悔しい

思いをし、たくさんの課題を残す結果となりました。悔しさを胸に課題を克服す

べく、夏に向けて今まで練習をしてきました。

このチームの良さである団結力を生かし、 7月10日から開幕する第108回全国

高等学校野球選手権兵庫大会に挑みます。優勝して4季連続甲子園への切符をつ

かみ取り、夏の甲子園の優勝旗を姫路に持ち帰れるよう頑張ります。

皆様のご声援が私たちの大きな力となっています。3年生にとって最後の夏、

より一層熱い応援をよろしくお願いします。
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